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1． はじめに
従来の学会誌の投稿論文は，大枠での規定はあったものの，テンプレートがないために，印刷すると不ぞろいな感じを読者にあたえ，せっかくの論文の品位を下げていた感がある．この点は，今回，外部の人から指摘を受けたところであり，それならばと対策を考えてみた．バラバラな感じを与える主な原因は，表題や本文の文字の種類とフォントの大きさが論文ごとに違っていることに起因する．これは統一できる．　　　

いまや，コンピュータが普及し，誰でもがその恩恵に浴する時代である．また，幸いなことに，多くの人はMS-Wordで文章を書いてくださいと指定されてもそれほど困らないであろう．

そこで，和文誌のテンプレートを作り，これを下敷きにして論文を書いていただくことにした．作成法は簡単である．まず，このテンプレートをインターネットでダウンロードする．そしてMicrosoft Wordでこれを開き，上から書いていけば自動的にフォントの種類とサイズを合わせてくれる．これで，できあがり．

こうして，我々の和文誌は，投稿者ひとりひとりの努力で，自然に高品位の論文誌となるという結果が得られるものと期待できる．

注意！！

他のワードで作った文章をコピー＆ペーストすると，文字サイズなどが変わります．できるだけ，このテンプレートを下敷きにして，上から直接書き込んでください．すると，自動的にフォントや行数が合います．

原稿は，すべてeメールでやりとりします．

MS-WordかそれをPDFファイルにしたものを送ってください．始めから写真入りで投稿しても結構です.

２.　 特に注意する点

2.1　式について
  式の記述に際しては以下の点に注意して下さい．

2.1.1  式の段組について

文は2段組・44行で構成してください．2段組で表記し難い長い式などは，1段組で表しても結構です．その場合は，続きがわかるようにして下さい．

2.1.2 式の表記について

式は，鮮明でわかりやすい表記となるよう心がけてください．Wordの数式エディタ等で式をきれいに組版していただくことが望ましいです. TeXで式を版組した場合には，bmp形式等の画像ファイルにして貼りこむか，式を印刷したものをスキャナで取り込み， jpgファイルとして貼りこむ方法などがあります．Jpg形式による貼り込みの例は以下の通りです．
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2.2　表について

2段組で表記し難い大きな表は，1段組で表しても結構です．見にくい表にならないよう配慮してください．表のタイトルは表の上に記載してください．

2.3　図について

図は文字等が鮮明に見やすいサイズを考えて記載してください．2段組で表記し難い大きな図などは，1段組で表しても結構です．図の脚注については，図の下に記載してください．

	図のつもりです




図１　例を示した図．これは例です．

2.4．写真について

写真はjpgで貼り付けてください．写真は，デジカメで撮影するか，写真をスキャナで取り込み，貼り付けてください．

2.5　文字について
　文字サイズ・フォントは以下のルールに従って下さい．

１）日本語タイトルは，

ＭＳ 明朝，16ポイント，ボールド

２）著者名は，

ＭＳ 明朝、12ポイント，ボールド

３）所属，要約，キーワードは，

ＭＳ明朝，10.5ポイント

４）英語タイトルは，

Times New Roman，14ポイント，ボールド

５）英語著者名は，

Times New Roman，12ポイント

６）英語の所属，要約，キーワードは，

Times New Romanのイタリック，10.5ポ

７）本文は，

ＭＳ明朝，10.5ポイント

８）章名は，

ＭＳ明朝，12ポイント，ボールド，左寄せ

９）参考文献は，後述の様式で列挙してください．

以上の書き方に統一していただくと，全体として高品位の予稿集になります．ぜひ，皆さんのご協力をお願いします．
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